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「
隅
田
川
」
を
歩
く

廣 

田　

幸 

稔

　

小
学
校
の
音
楽
の
時
間
に
習
っ
た
滝
廉
太
郎
「
花
」、
春
の
う
ら
ら

の
、
で
始
ま
る
メ
ロ
デ
ィ
が
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。
現
代
の
隅
田
川

は
東
京
の
東
側
を
流
れ
る
荒
川
の
分
流
と
し
て
、
北
区
か
ら
足
立
区
、

台
東
・
中
央
・
墨
田
・
江
東
区
と
流
れ
て
東
京
湾
に
そ
そ
ぐ
大
き
な
川

で
す
。
ま
ず
は
東
京
駅
を
出
発
し
、
河
口
に
一
番
近
い
勝
鬨
橋
に
行
き

ま
し
た
。
川
面
に
は
、
能
「
隅
田
川
」
の
詞
章
に
も
出
て
く
る
み
や
こ

鳥
、
ユ
リ
カ
モ
メ
が
何
羽
も
泳
い
で
い
ま
す
。「
伊
勢
物
語
」
で
在
原

業
平
が
歌
に
詠
ん
だ
み
や
こ
鳥
、
作
者
元
雅
が
作
劇
を
イ
メ
ー
ジ
し
た

隅
田
川
は
、
当
時
ど
ん
な
風
景
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

東
京
の
河
川
に
関
す
る
本
な
ど
に
よ
る
と
、
徳
川
家
康
が
江
戸
城
を

築
城
す
る
前
と
現
在
と
で
は
、
海
岸
線
は
大
き
く
異
な
っ
た
よ
う
で
す
。

隅
田
川
の
名
称
も
入
間
川
、
浅
草
川
な
ど
と
変
わ
り
、
ま
た
、
一
本
の

川
で
も
流
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
千
住
川
、
宮
戸
川
、
大
川
と
の
呼
び
名

が
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
川
も
、
治
水
工
事
が
な
さ
れ
る
以
前
は
、
水
嵩

に
よ
っ
て
川
筋
も
大
き
く
蛇
行
し
て
定
ま
ら
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
元

は
利
根
川
水
系
で
す
が
、
昭
和
に
入
っ
て
の
治
水
工
事
で
荒
川
水
系
に

流
れ
が
変
わ
る
な
ど
、
河
川
の
歴
史
は
素
人
に
は
な
か
な
か
理
解
で
き

な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、「
隅
田
川
」
に
関
連
す
る
史
跡
散
策
と
し
て
、
ひ
と
ま
ず

「
古
隅
田
川
」
を
目
指
し
ま
し
た
。
東
武
野
田
線
春
日
部
駅
よ
り
大
宮

方
向
に
一
駅
い
っ
た
八
木
崎
駅
で
下
車
し
、「
元
荒
川
」
に
向
か
っ
て
国

道
２
号
線
を
二
十
分
ほ
ど
歩
い
た
と
こ
ろ
、
豊
春
小
学
校
の
正
門
横
の
用

水
路
に
「
古
隅
田
川
」
の
標
識
と
、「
業
平
橋
」
が
あ
り
ま
し
た
。
川
の

周
囲
を
歩
い
て
も
特
に
大
き
な
流
れ
に
な
る
よ
う
で
も
な
く
、
そ
の
ま
ま

住
宅
街
の
道
路
に
暗
渠
と
し
て
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
み
や
こ

鳥
が
行
き
か
い
、
渡
し
舟
が
往
来
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
は
随
分
違
い
ま
す
が
、

堤
防
の
一
部
が
古
隅
田
公
園
と
し
て
残
さ
れ
て
お
り
、
わ
ず
か
に
大
河
の

面
影
が
あ
り
ま
し
た
。
東
武
野
田
線
北
側
の
農
道
を
三
十
分
ほ
ど
歩
く
と

真
言
宗
満
蔵
寺
が
見
え
て
き
ま
す
。
山
門
前
に
は
梅
若
塚
の
碑
と
祠
、
宝

生
流
十
七
代
宗
家
お
手
植
え
の
柳
が
あ
り
ま
す
。
都
北
白
川
に
住
む
吉
田

↑住宅地の間を流れる「古隅田川」
　古隅田川堤防跡にある古隅田公園

東武野田線
「八木崎駅」→

↑真言宗満蔵寺（埼玉県春日部市）
　満蔵寺山門前の「梅若塚」。宝生流十七代宗家手植の柳、
　同流今井康男氏手植の柳がある。

←「梅若塚」の碑の
　横にあった祠



↑隅田川河口。
　ユリカモメ。

↑隅田川の水神をまつる隅田川神社。
　近くに「隅田の渡し」の表示板があった。

↑木母寺（東京都墨田区）
←木母寺住職阿部氏と
　子方を務める明幸。
　梅若堂の前で。
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少
将
の
子
・
梅
若
丸
は
人
商
人
・
信
夫
藤
太
に
か
ど
わ
か
さ
れ
て
隅
田

川
ま
で
た
ど
り
着
い
た
も
の
の
力
尽
き
、
哀
れ
に
思
っ
た
里
人
が
供
養

を
す
る
と
い
う
、
能
「
隅
田
川
」
ど
お
り
の
物
語
も
残
っ
て
い
ま
す
。

満
蔵
寺
の
あ
る
春
日
部
は
奥
州
街
道
の
粕
壁
宿
、
東
京
を
流
れ
る
隅
田

川
に
も
同
じ
く
奥
州
街
道
の
千
住
宿
が
あ
り
、
江
戸
か
ら
奥
州
に
向
か
う

街
道
沿
い
、
隅
田
川
沿
い
と
し
て
は
一
致
し
た
位
置
で
あ
る
と
も
い
え

ま
す
。

　

さ
て
、
現
在
の
隅
田
川
は
、
千
住
、
鐘
淵
か
ら
両
国
、
浅
草
を
経
て

東
京
湾
ま
で
の
川
筋
の
名
称
で
す
。
梅
若
塚
が
残
る
東
京
都
墨
田
区
の

天
台
宗
梅
柳
山
隅
田
院
木
母
寺
を
訪
れ
ま
し
た
。
七
年
前
の
小
会
で
の

演
能
に
続
き
二
度
目
で
す
。
運
よ
く
ご
住
職
様
と
も
再
会
で
き
、
ご
好
意

で
梅
若
堂
の
中
で
お
参
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

木
母
寺
は
四
代
将
軍
徳
川
家
綱
の
時
代
「
梅
若
権
現
御
縁
起
」
に
現
さ

れ
る
だ
け
で
な
く
、
江
戸
名
所
図
会
に
も
描
か
れ
、
さ
ら
に
は
文
楽
、

浄
瑠
璃
な
ど
の
作
品
を
生
む
、
江
戸
の
隅
田
川
物
文
化
の
発
祥
の
地
と

い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

梅
若
丸
の
命
日
（
新
暦
４
月
15
日
）
に
は
今
も
盛
大
に
梅
若
忌
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
近
く
に
は
隅
田
川
の
水
神
を
祀
っ
た
隅
田
川
神
社
、
隅
田

の
渡
し
の
碑
、
梅
若
丸
の
母
が
葬
ら
れ
た
と
い
う
妙
亀
塚
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
業
平
の
歌
か
ら
命
名
さ
れ
た
言
問
橋
、
桜
餅
で
有
名
な

長
命
寺
も
近
く
、
桜
の
時
期
は
多
く
の
人
で
賑
わ
う
界
隈
で
す
。
木
母

木
母
寺
へ
は
東
武
伊
勢
崎
線
鐘
ヶ
淵
駅
下
車
徒
歩
十
分
。

　

平
成
二
十
八
年
五
月
吉
日


